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問 題 冊 子 

（共通・各論A・各論B） 
 

注意事項 

 

1. 試験は「実験動物医学共通」の必須科目と「実験動物医学各論」の選択科目から

なる。 

2. 「実験動物医学各論」はＡ及びＢからなり、どちらか１科目を選択する。 

3. 試験問題は必須科目50問と選択科目50問であり、解答時間は２時間である。 

4. 解答用紙には氏名を記入し、各問題で１から5の選択肢から質問に最も適した答

えを１つだけ選んで解答欄に判読しやすい数字で記入する。 

5. 遺伝子や細菌等の名称の記載における斜字体の使用については、国際的な委員

会による取り決め等が存在しても専門誌等で斜字体表記が徹底されているとは限ら

ない現状に鑑み、本試験においては斜字体であるか否かによる正誤の判定を求め

ない。ただし、記載方法そのものを問うことを明示した問題の場合には、この限りで

はない。 

6. 試験終了後の問題冊子は各受験者が持ち帰る。 
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Q1．支持組織に関する説明で誤っているものはどれか。 
1. 線維芽細胞は、細胞間質の線維成分である膠原線維、細網線維、弾性線維を作る。 
2. リンパ節や脾臓では、細網線維が細かな網を作り、その網の目にマクロファージやリンパ球がから

まっている。 
3. 耳介、喉頭蓋、椎間円板は、弾性軟骨でできている。 
4. コラーゲンが緻密に集まったものを密性結合組織と呼び、真皮はこれにあたる。 
5. 褐色脂肪組織は、冬眠動物によく発達し、熱産生に関わる。 

 
Q2．皮膚についての記述で誤っているものはどれか。 
1. 表皮は層構造をとり、通常の皮膚では、深層から基底層、有棘層、顆粒層、角質層からなる。 
2. 有棘層の細胞は接着斑を欠くため、隣接する細胞間に細胞間橋は認められない。 
3. 表皮は重層扁平上皮で、上皮が角化するのが特徴である。 
4. 基底層にはメラニン細胞(melanocyte)がみられ、樹状の突起をもつ。 
5. 顆粒層の細胞にはケラトヒアリン顆粒が観察される。 

 
Q3．各器官の上皮組織で誤っているものはどれか。 
1. 食道の上皮は重層扁平上皮である。 
2. 腺胃の粘膜上皮は、単層円柱上皮である。 
3. 気管の粘膜上皮は、線毛細胞と杯細胞からなる多列円柱上皮である。 
4. 腎臓の集合管上皮は、移行上皮である。 
5. 卵管上皮は、線毛細胞と分泌細胞からできた単層円柱上皮である。 

 
Q4．筋組織に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 骨格筋には横紋があり、神経の刺激によって収縮する随意筋である。 
2. 骨格筋線維には白筋線維と赤筋線維の２種類があり、白筋線維は、ミトコンドリアが少なく疲労し

やすい線維である。 
3. 心筋には横紋があり、自ら収縮する性質を持つ不随意筋である。 
4. 平滑筋は、1 個の核を含む細長い紡錘形の細胞でできている不随意筋である。 
5. 隣どうしの平滑筋線維は、タイト結合により、興奮が細胞から細胞へ伝わり、調和のとれた収縮を

営む。 
 
Q5．胸腺についての記述で誤っているものはどれか。 
1. マウス、ラットの胸腺は胸腔内にある。 
2. イヌ、モルモットの胸腺は頸部皮下にある。 
3. 胸腺は小葉構造をとり、皮質と髄質に区別ができる。 
4. 胸腺は線維性結合組織の被膜によって包まれている。 
5. 胸腺は加齢性に退行する。 

 
Q6．胆嚢が無い動物はどれか。 
1. ブタ 
2. マウス 
3. イヌ 
4. ラット 
5. モルモット 
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Q7．副腎の構造に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 副腎の位置や形態は動物種によって異なる。 
2. 副腎の実質は、中胚葉性の皮質と内胚葉性の髄質から構成される。 
3. 皮質は、表層から、球状帯、束状帯、網状帯の三層に区別される。 
4. 束状帯では、洞様毛細血管がよく発達している。 
5. 副腎髄質を構成する主な細胞は、クロム親和細胞とも呼ばれる。 

 
Q8．腎臓についての記述で誤っているものはどれか。 
1. マウスの右腎臓は、左腎臓に比べて頭側に位置している。 
2. 腎小体は糸球体とボウマン嚢からなる。 
3. 糸球体には、赤血球、メサンギウム細胞、足細胞、緻密斑がみられる。 
4. 近位尿細管には刷子縁がある。 
5. 腎動脈は腎門より腎実質に入り、葉間動脈、弓状動脈、小葉間動脈へと分枝する。 

 
Q9．ほ乳類の胚盤胞が子宮に着床する形式について、動物との組み合わせとして正しいものはどれか。 

a. 䜲䝚    䠉  ୰ᚰ╔ᗋ 
b. 䝬䜴䝇    䠉  ೫ᚰ╔ᗋ 
c. 䜴䝃䜼    䠉  ೫ᚰ╔ᗋ 
d. 䝏䞁䝟䞁䝆䞊  䠉  ୰ᚰ╔ᗋ 
e. 䝛䝁    䠉  ቨෆ╔ᗋ 
 

1. a - b 
2. a - c 
3. a - e 
4. b - c 
5. c - e 

 
Q10．完全性周期を示す動物 A と、交尾刺激により排卵が起こる動物 B の組み合わせとして正しいものはど

れか。       
    A           B 
1. アカゲザル      モルモット 
2. モルモット      シリアンハムスター 
3. モルモット      ウサギ 
4. シリアンハムスター  ネコ 
5. マウス        ネコ 

 
Q11．微生物に対する抗体の結合がきっかけとなり、C1 複合体の活性化によって引き起こされる補体の活性

化経路はどれか。 
1. 古典経路 
2. 第二経路 
3. レクチン経路 
4. エムデン‐マイヤーホフ経路 
5. ペントースリン酸経路 
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Q12．ヒトやイヌにおいて必須アミノ酸に含まれないアミノ酸はどれか。 
1. メチオニン 
2. トリプトファン 
3. ロイシン 
4. アラニン 
5. フェニルアラニン 

 
Q13．ある動物の血液検査により、RBC 数 7.5×106 /μL、ヘマトクリット値(Hct) 50.0%、ヘモグロビン

量(Hb) 15.0 g/dL との結果を得た。この場合の平均赤血球容積(MCV)で正しいのはどれか。単位は fL とす

る。 
1. 20.0 
2. 30.0 
3. 33.3 
4. 50.0 
5. 66.7 

 
Q14．免疫系に関する以下の記述で正しいものはどれか。 
1. ミクログリアは脳に常在するリンパ球の一種である。 
2. インターロイキン 8 は走化性因子としての働きを持つ。 
3. NK 細胞は標的細胞の MHC クラスⅡ分子を認識する。 
4. T 細胞は胸腺において負の選択、正の選択の順で選択を受ける。 
5. ランゲルハンス細胞は、肝臓に常在するマクロファージの一種である。 

 
Q15．平均寿命が最も長い動物はどれか。 
1. アフリカツメガエル 
2. イヌ 
3. マウス 
4. メダカ 
5. モルモット 

 
Q16．各動物の性周期で正しいものはどれか。 
1. ラット       － 6～8 日 
2. モルモット     － 4～5 日 
3. シリアンハムスター － 6～8 日 
4. アカゲザル     － 27～29 日 
5. ネコ        － 30～35 日 

 
Q17．アスコルビン酸を体内合成できない動物に関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. アカゲザル b. スンクス c. マウス d. モルモット 
1. a - b 
2. a - c 
3. a - d 
4. b - c 
5. b - d 
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Q18．ストレスによって生じる反応として誤っているものはどれか。 
1. 交感神経興奮 
2. 胃潰瘍 
3. 感染抵抗力低下 
4. 液性免疫機能の抑制 
5. 血中グルココルチコイドの減少 

 
Q19．DNA のコード領域における塩基置換のうち、アミノ酸配列の変化を伴うものはどれか。 
1. サイレント変異 
2. スプライシング変異 
3. ナンセンス変異 
4. フレームシフト変異 
5. ミスセンス変異 

 
Q20．糖尿病モデルとして適切でないラットの系統はどれか。 
1. BB 
2. GK 
3. KDP 
4. SDT 
5. SER 

 
Q21．変異と多型に関する記述で最も適切なのはどれか。 
1. 全ての DNA 変異を遺伝的多型という。 
2. 通常、ある集団内での頻度が 1%以上の遺伝的変異を遺伝的多型という。 
3. 通常、ある集団内での頻度が 5%以上の遺伝的変異を遺伝的多型という。 
4. 通常、ある集団内での頻度が 1%以上の遺伝的多型を遺伝的変異という。 
5. 通常、ある集団内での頻度が 5%以上の遺伝的多型を遺伝的変異という。 

 
Q22．以下の動物の性染色体で正しいものの組み合わせはどれか。なお、表示は オス/メス とする。 

番号 ブタ ウズラ アフリカツメガエル メダカ 

1 XY/XX ZZ/ZW ZZ/ZW XY/XX 
2 XY/XX ZZ/ZO XY/XX ZZ/ZW 
3 XY/XX ZZ/ZW XY/XX XO/XX 
4 XO/XX XO/XX ZZ/ZW XY/XX 
5 XY/XX ZZ/ZW ZZ/ZO XO/XX 

 
Q23．ほ乳類の標的遺伝子組換えを行う際、細胞のポジティブ・ネガティブ選択法に用いられる遺伝子の正

しいものの組み合わせはどれか。 
a. ネオマイシン耐性遺伝子  
b. ハイグロマイシン耐性遺伝子  
c. ジフテリアトキシン A 遺伝子 
d. アンピシリン耐性遺伝子 
e. テトラサイクリン耐性遺伝子  
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1. a - b - c 
2. a - c - e 
3. a - d - e 
4. b - c - d 
5. b - d - e 

 
Q24．卵子及び胚の保存法に関する記述でより適切なのはどれか。 
1. ガラス化保存法では、胚を含む凍結保存液全体の氷晶形成を行わせ、液体窒素中に保存する。 
2. ガラス化保存法では冷却装置は不要で、常温での卵子の保存が可能である。 
3. 一般に胚の凍結保存後の生存率はガラス化保存後よりも高い。 
4. CPA（Cryoprotective agent）には細胞膜を透過するジメチルスルフォキサイドやグリセリン、細

胞膜を透過しないトレハロースやスクロースがある。 
5. 卵子や胚を保存することには、余剰胚や過剰に採取した卵の保存の他、雄性遺伝資源の保護、胚の

長距離移動がその目的である。 
 
Q25．クライオトップを保管容器とするマウス未受精卵のガラス化保存及び融解法の正しい手順はどれか。 

a. 液体窒素中で保存 
b. PB1 培地 + 20%FCS + 30%エチレングリコール + 0.5 mol/L スクロース、室温、1 分 
c. PB1 培地 + 20%FCS + 15%エチレングリコール、室温、3 分 
d. PB1 培地 + 20%FCS + 1.0 mol/L スクロース、37℃、1 分 
e. PB1 培地 + 20%FCS + 0.5 mol/L スクロース、37℃、3 分 
 

1. b→a→c→e→d→洗浄→培養 
2. a→b→d→e→c→洗浄→培養 
3. e→d→a→b→c→洗浄→培養 
4. c→b→a→d→e→洗浄→培養 
5. e→d→b→a→c→洗浄→培養 

 
Q26．キメラマウスに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 注入キメラ法は、8 細胞期胚あるいは胚盤胞の胞胚腔に ES 細胞を注入する。 
2. マウスに限らずブタやウシ等の家畜、さらにヤギ-ヒツジの種間キメラも作製されている。 
3. テラトーマ高発症系統である 129 系マウス由来の ES 細胞が汎用されたが、C57BL/6 や BALB/c

由来の ES 細胞も樹立されている。 
4. iPS 細胞の多能性の検証に用いられる。 
5. 胚を用いずに ES 細胞を偽妊娠マウスに移植することでも作製できる。 

 
Q27．マウス・ラットの微生物モニタリングに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 検査対象となる動物は、SPF 環境下ならびにコンベンショナル環境下で飼育されている動物であ

る。 
2. 検査項目となる微生物はウイルス、細菌、真菌、寄生虫などである。 
3. 検査方法としては、過去の感染履歴を知ることができ、１種類のサンプル（血清）で複数項目の検

査が可能な抗体検査が常用される。 
4. 検査方法の変更は、過去の検査成績との整合性を十分に検討した上で実施すべきである。 
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5. 検査により動物室ごとの汚染状況の差異が明確になることから、施設内の作業動線の決定に役立

つ。 
 
Q28．実験動物の微生物コントロールに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 感染症の成立には、病原体、感受性動物、感染経路の３つが必須である。 
2. 感染に対する動物の感受性は遺伝、年齢、性などのさまざま因子により影響を受けるが、飼育環境

はその因子とならない。 
3. 小規模コロニーでは、感染が飼育動物全体に行きわたり免疫が成立することで、流行が収束するこ

とがある。 
4. 実験動物に感染が見られた場合、すべての動物を淘汰し、施設を消毒する方法が一般的であり、最

も確実である。 
5. 微生物モニタリングが行われていない施設の動物を入手するときは、搬入時のスポット検査が重要

である。 
 
Q29．以下のうち人獣共通感染症であり、宿主となる実験動物との正しい組み合わせはどれか。 
1. 唾液腺涙腺炎 － ラット 
2. エクトロメリア － マウス 
3. 腎症候性出血熱 － ラット 
4. 乳酸脱水素酵素ウイルス感染症 － マウス 
5. マウス脳脊髄炎 － マウス 

 
Q30．実験動物の細菌感染症の病因に関して誤っている説明はどれか。 
1. Staphylococcus aureus はグラム陽性の球菌である。 
2. Pseudomonas aeruginosa の分離には選択性の高いマンニット食塩培地が用いられる。 
3. 雑菌の多いサンプルから Bordetella bronchiseptica を分離する際には、DHL 寒天培地が用いられ

る。 
4. Helicobacter hepaticus の菌分離は技術的に困難が伴うことから、PCR で検査を行う。 
5. CAR-bacillus は人工培地での発育が困難なため、血清学的検査や PCR などで検査を行う。 

 
Q31．下記の人獣共通感染症において、病原体名、宿主動物、その動物の症状の組み合わせで誤っているも

のはどれか。 
1. 狂犬病ウイルス － イヌ、ネコ、サル － 興奮、流涎 
2. ニューカッスル病ウイルス － ニワトリ － 発熱、濃緑色下痢 
3. Microsporum canis － 齧歯類、イヌ、ネコ、サル類 － 呼吸困難、肺水腫 
4. Entamoeba histolytica － イヌ、ネコ、サル類 － 潰瘍性大腸炎 
5. Hymenolepis nana － 齧歯類、ネコ、サル類 － 腸粘膜炎症、腸閉塞、栄養障害 

 
Q32．腸内の常在微生物叢は動物の種類によって異なるが、下記、動物種の中で好気性細菌叢が主体である

動物はどれか。 
1. サル 
2. ウサギ 
3. イヌ 
4. スンクス 
5. マウス 
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Q33．Endogenous infection の説明で最も適しているのはどれか。 
1. 症状の有無にかかわらず、病原体が長期にわたって検出される状態 
2. 急性感染の状態から回復した宿主において生体内から完全に排除されずに神経節細胞内などに潜

伏しているような感染形態 
3. 感染が成立しても発症しない、または軽微な状態で進行している状態 
4. 細菌が局所の病巣から絶えず血中に流失して、全身に病巣を形成していく状態 
5. 宿主に常在している微生物によって症状を引き起こされる感染症 

 
Q34．無菌動物と通常動物との比較で誤っているものはどれか。 
1. 無菌動物の寿命は通常動物より長い。 
2. 無菌動物の盲腸容積は通常動物より大きい。 
3. 無菌動物は通常動物より、D-キシロースの吸収が低い。 
4. 無菌動物は通常動物より、IgG、IgA の産生が低い。 
5. 無菌動物は通常動物より X 線照射による生存率が高い。 

 
Q35．わが国の微生物モニタリングでは検査対象微生物の選択基準としてカテゴリー分類が用いられている。

その一つである ICLAS モニタリングセンターのカテゴリー分類 C （致死させることはないが発症あるいは

不顕性感染を起こす）に含まれない微生物はどれか。 
1. Bordetella hinzii 
2. Corynebacterium kutscheri 
3. Pneumonia virus of mice 
4. Streptococcus agalactiae 
5. Reovirus type 3 

 
Q36．パルボウイルスによって起こる感染症の病名として誤っているものはどれか。 
1. マウス微小ウイルス（MVM）病 
2. Kilham ラットウイルス病 
3. イヌジステンパー 
4. ネコ汎白血球減少症 
5. ネコ伝染性腸炎 

 
Q37．ティザー菌の感染が疑われた場合に使用する消毒薬として最も適切なものはどれか。 
1. クレゾール石鹸液 
2. 消毒用エタノール  
3. グルコン酸シクロヘキシジン 
4. 過酢酸  
5. 塩化ベンザルコニウム  

 
 
 
 
 
 
 



2015-2016年度 共通 

 10 

Q38．抗生物質と代表的な副作用に関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

ᢠ⏕物質 ௦表的な๪స用 

a 䜰䝭䝜䜾䝸䝁䝅䝗⣔ i ⫈ຊ㞀ᐖ、⭈㞀ᐖ 

b 䜹䝹䝞䝨䝛䝮⣔ ii けいれん、㘒஘ 

c 䝉䝣䜯䝻䝇䝫䝸䞁⣔ iii ⫶⭠⑕状、ୗ⑩、䜰䝺䝹䜼䞊 

d 䝬䜽䝻䝷䜲䝗⣔ iv ྤ䛝Ẽ、჎ྤ、ୗ⑩、㯤⑇、ᚰᢿの␗ᖖ 

e 䝔䝖䝷䝃䜲䜽䝸䞁⣔ v ⫶⭠⑕状、᪥ග㐣ᩄ、ᗂⱝಶ体でのṑのⰍ⣲ỿ╔ 

 
1. a - i  b - ii  c - iii  d - iv  e - v 
2. a - ii  b - iv  c - i  d - iii  e - v 
3. a - iii  b - ii  c - iv  d - v  e - i 
4. a - iv  b - i  c - v  d - iii  e - ii 
5. a - ii  b - v  c - i  d - iv  e - iii 

 
Q39．᳨ᰝ方法とᐤ⏕⹸に㛵する記㏙で正しいものの⤌み合䜟䛫はどれか。 

᳨ᰝ方法 ᐤ⏕⹸名 

a 䝉䝻䝣䜯䞁䝔䞊䝥法 i ྾⹸༸、ཎ⹸䝅䝇䝖 

b ⣅౽┤᥋ሬ᢯法 ii ⽛⹸ 

c ⮬↛ỿẊ法 iii ⣒状⹸ 

d ⾑ᾮཌᒙሬ᢯法 iv ⥺⹸༸、᮲⹸༸ 

e ᢠཎ᳨ᰝ法 v ⑓ཎᛶ㉥⑩䜰䝯䞊䝞 

 
1. a - i  b - ii  c - iii  d - iv  e - v 
2. a - ii  b - iv  c - i  d - iii  e - v 
3. a - iii  b - ii  c - iv  d - v  e - i 
4. a - iv  b - i  c - v  d - iii  e - ii 
5. a - ii  b - v  c - i  d - iv  e - iii 

 
Q40．リケッチアに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 人工培地では増殖せず、生きた細胞の中でしか増殖しない。 
2. 主に節足動物が媒介して伝染する。 
3. DNA、RNA の両方を持つ。 
4. 抗生物質に感受性を示さない。 
5. 細胞壁があり、リボゾームやエネルギー産生のための酵素系を持つ。 

 
Q41．実験のエンドポイントとしての「瀕死状態」の記載に関して誤っているものはどれか。 
1. 体温の低下が現れた動物は「瀕死状態」或いは「死の転帰」と定義され、速やかに安楽死を選択す

るのが望ましい。 
2. 実験開始前に、それぞれの実験に適した「瀕死状態」の定義を明確にし、早い段階に関係者に明確

に示す必要がある。 
3. 複数の行動異常や生理的異常に基づくスコアリングシステムにより「瀕死状態」の有用な判断基準

が得られる。 
4. 「瀕死状態」は死に先行し認められる各種評価項目の値を特定することで定義でき、早期安楽死の
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シグナルとなり得る。 
5. 死ではなく「瀕死状態」をエンドポイントとすることにより、動物の不必要な苦痛の排除、高品質

なデータの収集に寄与する。 
 
Q42．消毒薬はその効力によって分類でき（米国 CDC*のガイドライン・Spaulding の分類）、それぞれの

特性に合わせて用途を選ぶ必要がある。次の消毒薬とその効力の水準の組み合わせで誤っているものはどれ

か。 
*アメリカ疾病管理予防センター（Centers for Disease Control and Prevention） 

a. グルタラール － 中水準消毒薬 － 「芽胞以外の結核菌、栄養型細菌、多くのウイルス、真菌を殺滅

する。」 
b. 塩化ベンザルコニウム － 低水準消毒薬 － 「結核菌、ウイルス、消毒薬に抵抗する一部の菌を除い

た微生物を殺滅する。」 
c. 次亜塩素酸ナトリウム － 中水準消毒薬 － 「芽胞以外の結核菌、栄養型細菌、多くのウイルス、真

菌を殺滅する。」 
d. 消毒用エタノール － 低水準消毒薬 － 「芽胞以外の結核菌、栄養型細菌、多くのウイルス、真菌を

殺滅する。」 
e. 過酢酸 － 高水準消毒薬 － 「芽胞が多数存在する場合を除き、すべての微生物を死滅させる。」 
 

1. a - b 
2. b - e 
3. a - c 
4. b - d 
5. a - d 

 
Q43．麻酔前投薬の大きな目的は、麻酔導入が容易に行われることにあるが、その他の目的として誤ってい

るものはどれか。 
1. 不安を軽減し、鎮静化させ、ストレスを軽減する。 
2. 唾液、気管支からの分泌を抑制し、気道閉塞を予防する。 
3. 気管チューブ挿管時や外科的侵襲による迷走血管反射による心臓への影響を遮断する。 
4. 鎮痛効果は期待できない。 
5. 全身麻酔量を減らし、麻酔薬による副作用を軽減する。 

 
Q44．Good Laboratory Practice（GLP：医薬品の安全性に関する非臨床試験の基準）は医薬品の安全性に

関する非臨床試験のデータの信頼性確保のため、責任体制の明確化，試験方法の標準化，信頼性保証部門の

設置，適切な施設設備・機器の使用と管理について定めたものである。GLP に関する以下の記述で誤ってい

るものはどれか。 
1. サリドマイドによる薬害をきっかけに医薬品の承認申請データの信頼性確保のために 1978 年に米

国で法制化され、日本でも 1983 年から実施、1997 年には省令化された。 
2. 適用範囲は、ヒトに直接使用される医薬品の非臨床安全性試験に限定され、各種毒性試験、安全性

薬理試験までをカバーする。 
3. GLP 上の重要な職務として運営管理者、試験責任者、信頼性保証責任者及び資料保存施設管理責任

者があり、省令によってその役割が規定されている。 
4. GLP 試験は、標準的操作が Standard Operating Procedure（SOP)によって規定され、試験計画書

と SOP に従って実行される。 
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5. GLP 試験が GLP 省令に従って実施されていることを確認するため、（独）医薬品医療機器総合機

構による GLP 適合性調査が行われる。本調査で適合が確認されないと、その施設で得られたデー

タは申請資料には使用できない。 
 
Q45．カルタヘナ法*についての記述で誤っているものはどれか。 
 *カルタヘナ法：遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律 
1. カルタヘナ法は日本では 2004 年 2 月に施行された。 
2. 遺伝子組換え牛の放牧は第二種使用等にあたる。 
3. 2003 年 6 月に 50 ヶ国目の国がカルタヘナ議定書を締結したが、アメリカ合衆国は同議定書を批准

していない。 
4. 遺伝子組換えマウスの飼育は第二種使用等にあたる。 
5. 遺伝子組換えウイルスの遺伝子治療はカルタヘナ法の対象になる。 

 
Q46．実験動物施設の環境管理として誤っているものはどれか。 
1. 衛生管理の一環として、動物の定期的な微生物モニタリングを実施している。 
2. 温湿度、照度、騒音の測定を 1 年に 1 度実施している。 
3. 飼育室の温度は、動物の種類に適した設定とする。 
4. 浮遊粉塵や浮遊細菌検査を定期的に実施している。 
5. 落下細菌の検査を、3 か月に 1 度は実施している。 

 
Q47．「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（平成 25 年環境省告示第 84 号）」に関す

る説明で誤っているものはどれか。 
1. 管理者は、実験動物及び施設を管理する者（研究機関の長、実験動物の飼養又は保管に責任を有す

る者を含む）をいう。 
2. 管理者は、定期的に本基準の遵守状況を点検し、適切な方法で公表する。点検結果については、可

能な限り外部機関等による検証を行うよう努める。 
3. 本基準における実験動物とは、施設で飼養又は保管している哺乳類、爬虫類をいう。（施設に導入

するための輸送中のものを含む。） 
4. 管理者は実験動物管理者、実験実施者及び飼養者の別に応じ、必要な教育訓練が確保されるよう努

める。 
5. 実験動物管理者、実験実施者及び飼養者は、実験動物の健康及び安全確保に努める。 

 
Q48．Russell と Burch の 3R の原理に含まれない概念の組み合わせはどれか。 

a. 高等動物に代えて、生命のない材料に置換える。 
b. 責任をもって動物実験をおこなう。 
c. すべての動物実験を厳密な審査後に実施する。 
d. 一定の量と正確さを持った情報を得るために用いる動物の数を減らす。 
e. 動物へ適用する非人道的手技の発生と過酷さを少しでも減少させる。 
 

1. a - b 
2. a - e 
3. b - c 
4. c - d 
5. d - e  
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Q49．国際的にも普及し、定着している実験動物の福祉の基本理念である 3R の原理が明記されていないの

はどれか。 
a. 動物の愛護及び管理に関する法律（2013） 
b. 実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（2013） 
c.  Guide for the Care and Use of Laboratory Animals（8th Edition） 
d. CIOMS&ICLAS 国際原則：The International Guiding Principles For Biomedical Research 

Involving Animals（2012） 
 

1. a 
2. b 
3. c 
4. d 
5. すべてに明記されている 

 
Q50．海外から動物を輸入する際の動物、法規制および対象感染症に関する記述で正しいものの組み合わせ

はどれか。 
a. マウス － センダイウィルス病 － 感染症法* 
b. ウサギ（ウサギ科） － 野兎病 － 感染症法* 
c. イヌ － レプトスピラ症 － 家畜伝染病予防法 
d. ネコ － 狂犬病 － 狂犬病予防法 
e. ミニブタ － リフトバレー熱 － 家畜伝染病予防法 

*感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 
 
1. a - b 
2. b - c 
3. c - d 
4. d - e 
5. a - e 
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Q1．マウスの解๗学的特徴として誤っているものはどれか。 
1. 乳歯からỌஂ歯への生え換わりがみられる一換性歯を持つ。 
2. 肝臓の葉数は 5 葉であり、尾状葉を含む。 
3. 㙐骨がある。 
4. 肺葉数は、左１葉、右 4 葉である。 
5. 腸管の長さは、体長の⣙ 9 ಸである。 

 
Q2．ラットの解๗学的特徴として誤っているものはどれか。 
1. 乳頭は胸部に 3 対、⭡部に 3 対ある。 
2. 肝臓の葉数は 5 葉であり、方形葉はない。 
3. 歯式は、切歯が 1、後⮻歯が 3 であり、合計 8 本の歯を持つ。 
4. 子宮は左右独立した管からなり、それぞれ別個の外子宮ཱྀで⭼腔と㐃結する重複子宮からなる。 
5. 頸椎を 7 個持つ。 

 
Q3．モルモットの解๗学的特徴として誤っているものはどれか。 
1. 盲腸は大きく、左側⭡腔の⣙ 3 分の 1 を༨める。 
2. 㰘室が発達している。 
3. 赤脾髄にⳒ動脈を欠く。 
4. ⫾盤の外形は、盤状⫾盤である。 
5. ⫾子は妊娠 50 日で、開║、開耳している。 

 
Q4．㫽類の解๗学的特徴として誤っているものはどれか。 
1. 肺は小型で、横㝸膜がない。 
2. 尿成分は尿酸が主体で尿素は少ない。 
3. 気管支ᮎ➃の一部は、気ᄷや含気骨に入り㎸ࢇでいる。 
4. 外分泌器官である㪰後小体が存在し、カルシトニンを産生分泌する。 
5. 赤血球は有核である。 

 
Q5．各種実験動物の解๗学的特徴の記述で誤っているものはどれか。 
1. マストミスは、胆嚢を欠き、㞤にも前立腺が認められる。 
2. スナネズミは、先天的に後交通動脈を欠ᦆしており、椎骨動脈を結⣻することで容易に脳᱾塞をㄏ

発できる。 
3. ウサギは、アイランドスキンになる。 
4. スンクスの脾臓は、生ᾭを通じて造血がみられる。 
5. ウサギは、盲腸ᮎ➃にリンパ組織の発達した細長い虫ᆶが存在する。 

 
Q6．㨶類に関する特徴として誤っているものはどれか。 
1. メダカやコイの肝臓は、造血機能を持つ。 
2. コイの腎臓は前腎と後腎に区分され、前腎は副腎組織に┦ᙜする内分泌組織を含む。 
3. メダカやコイは無胃㨶である。 
4. 赤血球は有核で、血色素はヘモグロビンである。 
5. 胆嚢を有する。 
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Q7．スナネズミに関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 
a. ᡃが国で実験動物໬された動物である。 
b. 㐜ᘏ╔ᗋは㉳こらない。 
c. ⭡㒊正୰⥺ୖには㞝にのみ、Ⓨ㐩した⓶⬡⭢がぢられる。 
d. 䝢䝻䝸菌にឤ受ᛶがある。 
 

1. a - b 
2. a - c 
3. a - d 
4. b - c 
5. c - d 

 
Q8．ⱝ齢のラットでは、尾部に環状の⊃✽が見られることがある。この⊃✽を引き起こす原因として正しい

ものはどれか。 
1. 飼育環境の温度低下 
2. 食㣵中のビタミン A の欠ஈ 
3. 食㣵中のナイアシンの欠ஈ 
4. 長期間の஝⇱した環境下での飼育 
5. ᬯ時間のᘏ長 

 
Q9．両生類に関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. 䜲䝰䝸や䜰䝣䝸䜹䝒䝯䜺䜶䝹のኚែには、⏥状⭢䝩䝹䝰䞁がᐦ᥋に㛵୚している。 
b. 䜰䝣䝸䜹䝒䝯䜺䜶䝹では、䝥䝻䝷䜽䝏䞁ὀᑕにより᤼༸をಁすことがで䛝る。 
c. 䜲䝰䝸のᅄ肢やỈᬗ体はษ㝖䞉㝖ཤしても෌⏕がྍ⬟である。 
d. 䜰䝣䝸䜹䝒䝯䜺䜶䝹のᡂ体は༙㝣⏕であり、㣫⫱にはỈ場と㝣場が必せである。 
 

1. a - b 
2. a - c 
3. a - d 
4. b - c 
5. c - d 

 
Q10．マウスの⭼ᰦはどの副生殖腺からの分泌物でできているのか、正しいものの組み合わせはどれか。 
1. จᅛ腺、精嚢腺 
2. จᅛ腺、前立腺 
3. 前立腺、尿道球腺 
4. 精嚢腺、尿道球腺 
5. จᅛ腺、尿道球腺 

 
Q11．ニワトリに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 近交退化がおこりやすい。 
2. 成㫽の体温は 40䡚43℃である。 
3. 右側の卵巣、卵管は退化している。 
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4. ファブリキウス嚢では、B リンパ球が分化する。 
5. 精巣は下㝆し、⭡腔外に存在する。 

 
Q12．動物の成⇍個体における 1 日ᙜたりの㣧水量とᦤ㣵量に関する記述で正しいものの組み合わせはどれ

か。 

記号 動物 㣧Ỉ㔞 ᦤ㣵㔞 

a 䝬䜴䝇 4䡚7 mL 4䡚6 g 

b 䝷䝑䝖 50䡚70 mL 20䡚30 g 

c 䝰䝹䝰䝑䝖 80䡚150 mL 20䡚30 g 

d 䜴䝃䜼 100䡚150 mL 30䡚150 g 

1. a - b 
2. a - c 
3. a - d 
4. b - c 
5. c - d 

 
Q13．マウスを㞤ࡔけで⩌飼育すると無発情になるഴྥがあるが、そのような㞤の⩌に雄を 1 ༉入れると発

情周期が回復し、その周期が同調する。下線部の現象をᣦす用ㄒは次のうちどれか。 
1. クーリッジ効果 
2. ブルース効果 
3. ウィッテン効果 
4. リー‐ブート効果 
5. ࣦァンデンベルグ効果 

 
Q14．F344 ラットに関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. ẟⰍは䜰䝹䝡䝜である。 
b. BAC 䜽䝻䞊䞁の䝷䜲䝤䝷䝸䞊が㛤Ⓨされており、฼用ྍ⬟である。 
c. 䝚䞊䝗䠄rnu䠅ኚ␗のᑟ入された䝁䞁䝆䜵䝙䝑䜽⣔⤫がసฟされている。 
d. 䝷䝑䝖の⣔⤫としてはẚ㍑的ᑑ࿨が㛗䛟、୔ኵである。 
e. SD 䝷䝑䝖とྠᵝに኱ᆺで、⦾ṪᛶもⰋዲである。 
 

1. a - b - c - d 
2. a - b - d - e 
3. a - c - d - e 
4. b - c - d - e 
5. 全て 

 
Q15．以下のラットのうち、近交系の組み合わせはどれか。 

a. ACI 
b. BN 
c. F344 
d. Long-Evans 
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e. Zucker 
 

1. a - b - c 
2. a - b - d 
3. a - c - e 
4. b - c - d 
5. c - d - e 

 
Q16．主要組織適合性抗原複合体（MHC）に関する記述のうち、誤っているものはどれか。 
1. マウスやヒトではクラスൕ、Ⅱ、ൗの 3 遺伝子⩌に分類される。 
2. 免疫応⟅の機能を持つのはおもにクラスൕ、Ⅱの遺伝子⩌である。 
3. クラスൕ分子は主に B 細胞やマクロファージ等の抗原ᥦ示細胞に発現する。 
4. マウスでは MHC の全ての遺伝子ᗙが第 17 染色体に存在する。 
5. ラットでの名⛠は RT1 である。 

 
Q17．以下のマウス系統と病態の組み合わせで誤っているものはどれか。 
1. AKR － 白血病 
2. NC － 皮膚炎 
3. NSY － 糖尿病 
4. SAMP8 － 骨⢒㧼症 
5. SKG － 関節リューマチ 

 
Q18．以下の動物の染色体数で正しいものの組み合わせはどれか。 

番号 䝷䝑䝖 䝇䝘䝛䝈䝭 䝰䝹䝰䝑䝖 䜴䝃䜼 䝙䝽䝖䝸 䝯䝎䜹 

1 2n=42 2n=22 2n=64 2n=44 2n=46 2n=48 
2 2n=42 2n=44 2n=78 2n=38 2n=78 2n=40 
3 2n=42 2n=44 2n=64 2n=44 2n=78 2n=48 
4 2n=40 2n=22 2n=78 2n=44 2n=46 2n=40 
5 2n=42 2n=44 2n=44 2n=38 2n=78 2n=48 

 
Q19．系統の育成や維持に関する記述で正しいものはどれか。 
1. クローズドコロニーとは、5 年以上外部から種動物を導入することなく一定の集団内でのみ⦾殖を

⥆けている⩌のことであり、⩌内の動物は近交系と同様、遺伝的に均一である。 
2. 後代検定とは、子の形質を検査しその成績に基づき親を選ᢤする方法である。ຎ性遺伝形質を持つ

ミュータント系統の選ᢤ等において用いられる。 
3. 近交系の作出において、ୡ代が進むに従い近交係数は上᪼するが、血縁係数は低下する。 
4. ඗ጒ交配を進めると、20 ୡ代目における理ㄽ的な近交係数は 0.979 になる。 
5. 質的形質とは、体重、産子数など遺伝的ഴྥがあり計量値で示される形質のことで、その計量値は

㐃⥆的に分ᕸする。一般に複数の遺伝子がその発現に関与する。 
 
Q20．ラットの顕微ᤵ精がマウスに比べて困難な理由としてより適切なのはどれか。 
1. 卵子を囲む顆粒が多く、確認が困難である。 
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2. 妊娠期間が長い。 
3. 発生に精子由来の中心体が必要である。 
4. 卵子が体外で自↛に活性化しやすい。 
5. 非常にᙉ力な体外発生೵Ṇ（in vitro developmental block）を起こす。 

 
Q21．マウスの二ẕ性胚に関する記述で正しいものはどれか。 
1. ᪂生子㞤マウスより採取した ng 卵子と、卵胞発育を刺激した成⇍㞤マウスの卵巣から得た卵核胞

期卵子、すなわち fg 卵子から作製される。 
2. 卵核胞期卵子はレシピエント卵子とし、除核して細胞質内に ng 卵子をレトロウイルスとともに注

入して融合させる。 
3. ∗性メチル化インプリント領域を欠ᦆさせた二ẕ性胚では、成⇍後、雄との交配により妊娠可能で

あったとの報告がある。 
4. 二ẕ性胚は ng 卵子由来の 1 つの第 2 ᴟ体と、ng 卵子及び fg 卵子由来の 2 つの㞤性前核を持つ。 
5. 二ẕ性胚は単Ⅽ発生胚の発生限⏺を㉸えて生存する。∗性メチル化インプリント領域である 7 番染

色体上の Dlk1-Gtl2 領域、及び 12 番染色体上の Igf2-H19 領域を欠ᦆした ng 卵子を用いた二ẕ性

胚では、成⇍㞤マウスを作出することも可能である。 
 
Q22．iPS 細胞の樹立と維持におけるリプログラミング因子の役割に関する記述で正しいものはどれか。 
1. c-Myc 遺伝子は、成⇍途上の卵ẕ細胞や未受精卵に多量に発現しているが、ES 細胞での発現は低

い。体細胞に導入すると、iPS 細胞の樹立効率は 10 ಸ高まる。 
2. Oct3/4 は、細胞増殖、分化、代ㅰなどの機能に関与し、活発に活動している細胞で発現が高い。 
3. Sox2 は、iPS 細胞や ES 細胞のみならず、体性ᖿ細胞や未受精卵にも存在し、未分化性と多分化能

の維持に作用している。 
4. Klf4 は、Oct3/4 と 2 量体を形成して、多能性細胞の自ᕫ増殖と多能性の維持にかかわっている。 
5. Nanog 遺伝子は、Oct3/4 や Sox2 と㐃動して iPS 細胞の自ᕫ増殖と多能性維持に作用する。マウス

やヒトでは iPS 細胞の樹立に必須の因子ではない。 
 
Q23．発生工学の遺伝子操作で฼用される IRES の説明で誤っているものはどれか。 
1. キࣕップ非౫存的に⩻ヂが開始される。 
2. 2 つの遺伝子産物を 1 つのプロモーターで発現させる。 
3. レポーター遺伝子と組み合わせて使われることが多い。 
4. もともとマウスの遺伝子で発見された。 
5. Internal Ribosomal Entry Site の␎である。 

 
Q24．トランスジェニックマウスでホモ接合型とヘミ接合型を区別するのに適した方法の組み合わせはどれ

か。たࡔし、遺伝子導入部位は未同定の場合とする。 
a. 後௦᳨定  
b. qPCR 法  
c. ⺯ගᢠ体法  
d. 䝇䝢䞊䝗䝁䞁䝆䜵䝙䝑䜽法  
e. ๓᰾ὀ入法 
 

1. a - b 
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2. c - d 
3. c - e 
4. d - e 
5. e - a 

 
Q25．精管結⣻マウスの฼用目的としてより適切なのはどれか。 
1. 偽妊娠マウスの作製 
2. 凍結精子の保存 
3. 受精卵の採取 
4. ᖇ⋤切開によるクリーンアップ 
5. ES 細胞の作製 

 
Q26．8 㐌齢のメスの ICR マウスに下㢡部の腫⬽がみられ、๗検したとこࢁ、෗真 1 のような病変が確認さ

れた。またその内容物を培養したとこࢁ、グラム染色において෗真 2 のような菌体が確認された。原因とし

て⪃えられる菌名とその分離選択培地として適切な組み合わせは次のうちどれか。 
1. Mycoplasma pulmonis － ハートインフュージョン寒天培地 
2. Corynebacterium kutscheri － FNC 寒天培地 
3. Pseduomonas aeruginosa － マンニット食塩寒天培地 
4. Staphylococcus aureus - X － SA 寒天培地 
5. Bordetella bronchiseptica － ウマ血液寒天培地 

 

෗┿ 1:                                  ෗┿ 2: 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Q27．マウス肝炎ウイルスに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. マウス肝炎ウイルスは、コロナウイルス科にᒓする。 
2. マウス肝炎ウイルスは、ラットやハムスターへの自↛感染౛はない。 
3. C3H 系統のマウスはマウス肝炎ウイルスに感受性が高く、感染時の死ஸ率も高い。 
4. 類症㚷別として、ティザー病、マウスロタウイルス病を⪃える必要がある。 
5. 感染マウスから得られた腫瘍や⭡水などの材料も感染源と成りうる。 

 
Q28．ヌードラットの๗検時に肺にᬯ赤色⌜が確認され、その乳๣をトルイジンブルーO で染色したとこࢁ、

෗真 3 のようなメタクロマジーを示す構造物が確認された。原因として最も⪃えられる病原体に関する記述

のうち、誤っているものはどれか。 
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1. ᙜึ原虫と⪃えられていたが、現在では真菌に分類されている。 
2. 1 個の核を持つアメーバ状の栄養型と、球状の嚢子（シスト）の 2 形態をとる。 
3. 経気道感染すると⪃えられている。 
4. デ断は組織病理学的な方法以外に、肺をサンプルとした PCR も使われる。 
5. 正常な免疫機能を持つ系統のラットでは不顕性で᥎移し、病変が見られることはない。 

 
෗真 3： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q29．Helicobacter hepaticus に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. グラム㝜性の⼺᪕状菌で、両➃に 1 本の㠴毛を持つ。 
2. 培養には血液、血清などのῧ加と微好気環境が必要である。 
3. 免疫不全系統のマウスに下痢や直腸脱を起こすことがある。 
4. 組織病理学的検査では Warthin-Starry 染色などを用い、毛細胆管内の⼺᪕菌を確認する。 
5. PCR 検査では、病変の有無に関わらず盲腸または肝臓をサンプルとすることにより高感度に検出が

可能である。 
 
Q30．以下の細菌感染症の原因菌の中で人工培地での培養が困難なものはどれか。 
1. Streptobacillus moniliformis 
2. Clostridium piliforme 
3. Salmonella enterica subsp. enterica 
4. Mycoplasma pulmonis  
5. Citrobacter rodentium 

 
Q31．Murine Norovirus （MNV）についての説明で誤っているものの組み合わせはどれか。 

a. MNV は䝠䝖において⫶⭠⅖を㉳こす䝠䝖䝜䝻䜴䜲䝹䝇の䝰䝕䝹として、䜴䜲䝹䝇」〇ᶵᵓの解明、୙ά໬

法やᾘẘ⸆のホ౯、ᢠ䜴䜲䝹䝇⸆の㛤Ⓨなどに㈉⊩するものとᮇᚅされている。 
b. MNV は 2003 ᖺにⓎぢされた䜹䝸䝅䜴䜲䝹䝇科にᒓする DNA 䜴䜲䝹䝇である。 
c. MNV は௚のከ䛟の Norovirus とྠᵝにᇵ㣴方法が☜❧されていない。 
d. ᖇ⋤ษ㛤や⬇⛣᳜でΎί໬がྍ⬟である。 
e. MNV は⎔ቃᏳ定ᛶが㧗䛟、70%䜶䝍䝜䞊䝹にឤ受ᛶが㧗䛟、⣸እ⥺による୙ά໬も᭷ຠである。 
f. 䜲䞁䝍䞊䝣䜵䝻䞁⣔がാかないච␿୙඲䝬䜴䝇 (RAG/STAT1 Ḟᦆ䝬䜴䝇など) で⮴Ṛ的な MNV ឤᰁ

౛がሗ࿌されたことはあるが、それら௨እの䝬䜴䝇では、たとえච␿୙඲䝬䜴䝇でもⓎ⑕することはないと
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⪃えられている。 
g. デ᩿法はᢠ体᳨ᰝもし䛟は┣⭠ෆᐜ物、⣅౽からの RT-PCR 法᳨ᰝによる。 
 

1. a - b 
2. b - c 
3. c - d 
4. d - e 
5. f - g 

 
Q32．Corynebacterium bovis 感染に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 本菌はグラム陽性ᱰ菌で、培地に Tween 80 を 0.1%加えることにより、発育がಁ進される。 
2. 家畜の乳ᡣ炎の原因として知られていたが、ヌードマウスが感染すると㫣ᒌ性皮膚炎（಑⛠、粉྿

き症）を起こす。 
3. 皮膚症状は発症後 7～10 日で自↛に消失するが、その後も感染個体は長期間、菌を排ἥする。 
4. 免疫機能に異常がないヘアレスマウス（SKH-1）においてもヌードマウス同様の皮膚炎が発症する

ことが報告されている。 
5. 本菌に対する消毒薬としては次亜塩素酸系およびアルコール消毒が有効である。 

 
Q33．下記、病原微生物はマウスあるいはラットに感染するものを示している。動物実験施設で飼育されて

いる動物への感染஦ᨾがラットࡔけで知られているのはどれか。 
1. Sendai virus 
2. Seoul Hantavirus 
3. Mycoplasma pulmonis 
4. Pneumonia virus of mice 
5. Lymphocytic choriomeningitis virus 

 
Q34．モルモットの⁐血性㐃㙐球菌病の原因菌として正しいものはどれか。 
1. Streptococcus zooepidemicus 
2. Streptococcus pneumoniae 
3. Streptococcus pyogenes 
4. Streptococcus suis 
5. Streptococcus dysgalactiae 

 
Q35．下記病原体のうち、ウサギの下痢に関㐃する組み合わせとして正しいものはどれか。 
1. Pasteurella multocida － Mycoplasma pulmonis 
2. Pasteurella multocida － Bordetella bronchiseptica 
3. Eimeria stiedai － Clostridium piliforme 
4. Rabbit hemorrhagic disease virus － Pneumocystis carinii 
5. Francisella tularensis － Treponema paracuniculi 

 
Q36．エクトロメリア（ወ⫥症）で誤っているものはどれか。 
1. ポックスウイルス科オルࢯポックスウイルスᒓのエクトロメリアウイルスによる感染症である。 
2. 自↛宿主はマウスのみである。 
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3. 抗体検査には抗原性が交差するワクシニアウイルスが用いられる。 
4. 発⑈や水Ἳ、ᅄ⫥ᮎ➃や尾➃のቯ死が起こるが、肝臓などの内臓には病変はみられない。 
5. 病理組織学的検査では細胞質内ᑒ入体が検出される。 

 
Q37．マウス、ラットの麻酔に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 体表の静脈の細さから静脈投与部位が制限される。 
2. 喉頭が小さいので、気管内挿管が難しい。 
3. 麻酔薬の量が少なく、注射用麻酔ではᕼ㔘して用いられることが多い。 
4. 体重ᙜたりの体表㠃積が小さく、低体温になりやすい。 
5. マウスでは、჎ྤがほとࢇど起こらないこと、代ㅰが大きいことから、術前の絶食は必要なく、術

前まで㣧水を౪⤥すべきである。 
 
Q38．医薬品の発熱性物質試験（パイロジェン試験）にᗈく用いられていた動物種と、その代᭰法（リムル

ス法）で฼用される生物の組み合わせとして正しいものはどれか。 
1. ウサギ － 線虫 
2. モルモット － ࢮブラフィッシュ 
3. ウサギ － ࢮブラフィッシュ 
4. モルモット － 線虫 
5. ウサギ － カブトガニ 

 
Q39．マウス、ラットの投与経路ごとの᥎ዡされる投与量に関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。

たࡔし、判断は ECVAM（Ḣᕞ代᭰法バリデーションセンター）の基準に基づくものとする。 
ᢞ୚⤒㊰ 䝬䜴䝇䠄mL/10 g䞉体㔜䠅 䝷䝑䝖䠄mL/100 g䞉体㔜䠅 

⤒ཱྀ 0.1-0.2 䠄0.5䠅 a 
⓶ୗ b 0.5 䠄1.0䠅 
➽⫗ෆ 0.05* c* 

⭡⭍ෆ d 1.0 䠄2.0䠅 
㟼⬦ෆ 0.05 e 

  表ෆ数್は、᥎ዡᢞ୚㔞、䠄䠅はチᐜ最኱㔞 
  *➽⫗ෆは、ᢞ୚㒊఩ᙜたりのᢞ୚㔞䠄mL䠅 
 

番号 a b c d e 

1 0.5 䠄2.0䠅 0.1-0.2 䠄0.4䠅 0.1 0.2 䠄0.8䠅 0.05 
2 0.5 䠄2.0䠅 0.2-0.3 䠄0.6䠅 0.2 0.5 䠄1.0䠅 0.1 

3 1.0 䠄4.0䠅 0.1-0.2 䠄0.4䠅 0.1 0.2 䠄0.8䠅 0.05 

4 1.0 䠄4.0䠅 0.1-0.2 䠄0.4䠅 0.2 0.5 䠄1.0䠅 0.1 
5 1.0 䠄4.0䠅 0.2-0.3 䠄0.6䠅 0.1 0.2 䠄0.8䠅 0.05 

 
Q40．ラットに吸入麻酔を行う際の記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. 䜲䝋䝣䝹䝷䞁のᑟ入⃰ᗘは 4.0%、⥔持⃰ᗘは 1.5ࠥ3.0%で⾜う。 
b. 䝉䝪䝣䝹䝷䞁のᑟ入⃰ᗘは 4.0%、⥔持⃰ᗘは 1.5ࠥ3.0%で⾜う。 
c. 䜲䝋䝣䝹䝷䞁の MAC50䠄Minimum Alveolar Concentration䠅は⣙ 1.4%である。 
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d. 䝉䝪䝣䝹䝷䞁の MAC50 は⣙ 2.0%である。 
e. 䝷䝑䝖の䜲䝋䝣䝹䝷䞁の MAC50 及び⮳適㯞㓉⃰ᗘは䝬䜴䝇と䜋䜌ྠ䛨である。 
 

1. a - b - e 
2. a - c - e 
3. a - d - e 
4. b - c - d 
5. b - d - e 

 
Q41．齧歯類を用いた免疫研究でフロイントのコンプリートアジュバンド（FCA）を用いた実験に関する記

述で誤っているものはどれか。 
1. FCA 以外のアジュバンドでは免疫が難しい場合のみ使用すべき。 
2. FCA を⧞り㏉して投与してはならない。 
3. 科学的な正ᙜ性がない限り、フットパッドには投与しない。静脈内等の別のルートを選択すべき。 
4. フットパッドへの投与が㑊けられない場合は、∦方のフットパッドにのみ投与する。また、床ᩜ材

を入れたケージで動物を飼育する。 
5. FCA 投与後 4 㐌間は少なくとも㐌 3 回投与部位の観察を行い、病変部に対して適切な獣医学的ฎ

置をㅮじる。 
 
Q42．ニワトリに 20 分⛬度の小～中規模の外科手術をする際に、より適切な麻酔薬・用量・投与ルートはど

れか。 
1. プロポフォール 5～10 mg/kg 筋⫗内投与 
2. ペントバルビタール 90～120 mg/kg ⭡腔内投与 
3. ブトルファノール 2～4 mg/kg 静脈内投与   
4. ケタミン 5～30 mg/kg + キシラジン 0.2～5 mg/kg 筋⫗内投与 
5. ケタミン 0.2～5 mg/kg + ジアࢮパム 0.05～0.1 mg/kg 静脈内投与 

 
Q43．マウス・ラットの安楽死方法として誤っているものはどれか。 
1. ペントバルビタール 200 mg/kg の静脈麻酔は適切な安楽死方法である。 
2. ケタミン 100 mg/kg + キシラジン 10 mg/kg の⭡腔内投与は適切な安楽死方法である。 
3. 頸椎脱⮻は技術に⇍練した者のみが実施すべきである。 
4. ᪂生子は二酸化Ⅳ素による低酸素状態に抵抗性があるので、代᭰法を⪃えるべきである。 
5. イࢯフルランの過剰吸入は、適切な安楽死方法である。 

 
Q44．小動物実験の人道的エンドポイントの⪃え方として誤っているものはどれか。 
1. 無用な苦痛を動物に与えてはならないのは、実験動物福祉の原点である。 
2. 実験計画書では、人道的エンドポイントをあらかじめ検討すべきである。 
3. 2～3 日で 20㸣の体重減少は人道的エンドポイントの目安である。 
4. 正常より 4䡚6℃の体温の低下は人道的エンドポイントの目安である。 
5. ᅛ形腫瘍の重量が動物の体重の 20㸣を㉸える場合は、人道的エンドポイントの目安である。 
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Q45．ラットの飼育方法（IVC*を用いない通常の方法）に関する記述で誤っているものはどれか。 
*IVC：個別換気ケージ 
1. 実験上の必↛性がある場合を除いては、1 ༉での飼育は行わない。 
2. 水を⤥水ビンで与える。 

3. オートクレーブで滅菌した一般飼育用飼料を与える。 
4. エンリッチメント器ලを入れて飼育する。 
5. 床ᩜき交換は 2 㐌間に 1 回行えば十分である。 

 
Q46．マウス・ラットの飼育環境᮲௳の記述で誤っているものはどれか。 
1. ⮳適温度の範囲は、20䡚26℃である。 
2. アンモニア濃度は 40 ppm を㉸えない。 
3. ⮳適湿度の範囲は 40～60㸣である。 
4. 換気回数は 6～15 回/h である。 
5. 騒音は 60 デシベルを㉸えない。 

 
Q47．動物のᝏ⮯を抑える方法として、誤っているものはどれか。 
1. 飼育密度を少なくする。 
2. 床ᩜ交換の頻度を上ࡆる。 
3. 換気回数を増加させる。 
4. 飼育室の排気系統に脱⮯装置をつける。 
5. 飼育室内に殺菌ⅉをつけ、ᝏ⮯の発生を抑える。 

 
Q48．ウサギの輸送にᙜたって␃意する点として誤っているものはどれか。 

a. 実験動物として㣫⫱されている䜴䝃䜼は体㔜の๭に㦵᱁が細いので、㐣ᗘな᣺動で㦵ᢡや⬺⮻などし

やすい。 
b. ᬬさに≉にᙅいため、㍺㏦ᐜჾෆに⇕Ẽがこもり、⵨れると▷時間でṚஸすることがある。 
c. ᡂ⇍㞝は஫いに㜚தしてയつ䛝、㞤はᛶ⾜動によ䛳てയついたり、ഇዷፎをㄏⓎすることがあるためಶ

ูに཰ᐜするのがᮃ䜎しい。 
d. 㡢にᩄឤであるので㦁㡢の่⃭でᭀれてയᐖを受けやすい。 
 

1. a 
2. b 
3. c 
4. d 
5. すべて正しい 

 
Q49．ILAR の「実験動物の管理と使用に関するᣦ㔪 第 8 ∧」における最小飼育スペース（高さ）の᥎ዡ

値で誤っているものはどれか。 
1. マウス（15 g） － 12.7 cm 
2. ラット（400 g） － 17.8 cm 
3. ハムスター（100 g） － 15.2 cm 
4. モルモット（350 g） － 17.8 cm 
5. ウサギ（2 kg） － 22.9 cm 
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Q50．実験動物の安楽死の方法として AVMA の安楽死に関するガイドライン（2013）で容認できないとさ

れているのはどれか。 
1. アフリカツメガエルをトリカインメタンスルフォネート水⁐液に過剰時間ᾐₕした。 
 。ブラフィッシュをホルマリン⁐液に過剰時間ᾐₕしたࢮ .2
3. モルモットにバルビツール酸塩を過剰投与した。 
4. 無麻酔下のニワトリを⇍練者が断頭した。 
5. 無麻酔下のᗂⱝウサギ（500 g）に⇍練者が頸椎脱⮻を行った。 
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Q1．前⫥骨に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ネコの㙐骨はⴭしく退化している。 
2. イヌ、ブタの㙐骨は消失している。 
3. サルには㙐骨がみられる。 
4. イヌの⫪⏥骨には⫪⏥棘、⫪ᓠがみられるが、ブタではいずれも認められない。 
5. イヌの⫪⏥骨にある⫪⏥軟骨の発達はᝏい。 

 
Q2．Ọஂ歯の歯式（切歯 I、犬歯 C、前⮻歯 P、後⮻歯 M）と動物の組み合わせとして正しいものはどれか。 

a. I 3/3  C 1/1  P 4/4  M3/2  － イヌ 
b. I 3/3  C 1/1  P 4/4  M3/3  － ブタ 
c. I 3/3  C 1/1  P 3/2  M1/1  － ネコ 
d. I 0/4  C 0/0  P 2/2  M2/2  － ヒツジ  
e. I 3/3  C 1/1  P 4/4  M1/1  － マカクᒓサル 
 

1. a - b 
2. a - c 
3. b - c 
4. c - d 
5. d - e 

 
Q3．動物と乳腺の位置の組み合わせとして正しいものはどれか。 

a. ネコ － 胸部、⭡部 
b. ブタ － 胸部、⭡部、㰡ᚄ部 
c. ヤギ － 胸部、㰡ᚄ部 
d. ヒツジ － 㰡ᚄ部 
e. イヌ － 胸部、⭡部 
 

1. a - b 
2. a - e 
3. b - c 
4. b - d 
5. c - e 

 
Q4．ブタの腸管の形態学的な特徴の組み合わせとして正しいのはどれか。 
1. 回腸 － らせࢇ状構造 
2. 回腸 － ࡦも状構造 
3. 結腸 － らせࢇ状構造 
4. 結腸 － ࡦも状構造 
5. 結腸 － S Ꮠ状構造 

 
Q5．イヌとネコの成体について、一側の腎臓あたりのネフロンのおよその数として正しいものの組み合わせ

はどれか。ణし、イヌは体重が 10～20 kg、ネコは体重が 3～4 kg ⛬度とする。 
1. イヌ：  1 ୓個、 ネコ： 5 ୓個 
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2. イヌ： 10 ୓個、 ネコ：10 ୓個 
3. イヌ： 40 ୓個、 ネコ：20 ୓個 
4. イヌ：100 ୓個、 ネコ：40 ୓個 
5. イヌ：300 ୓個、 ネコ：80 ୓個 

 
Q6．イヌに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 食道の筋層はཱྀ部から胃にྥかって 3 分の 2 ⛬度が横紋筋で、胃に近いとこࢁは平滑筋で構成され

ている。 
2. 副生殖腺の精嚢腺と尿道球腺を欠く。 
3. ờ腺が発達していない。 
4. 歯の換性（生え換わり）がみられる。 
5. ⫠門周囲腺が発達している。 

 
Q7．肝臓に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ヤギは 4 葉からなる。 
2. イヌは 6 葉からなる。 
3. ブタは 6 葉からなる。 
4. ブタは葉間切⑞が発達している。 
5. イヌは葉間切⑞が発達していない。 

 
Q8．⮅臓に関する記述で正しいものはどれか。 
1. ヤギの⮅ᓥにグルカゴン分泌細胞である A 細胞はみられない。 
2. ブタの⮅ᓥにインスリン分泌細胞である B 細胞はみられない。 
3. イヌの⮅ᓥでは A 細胞、B 細胞がΰ在してみられる。 
4. ブタの⮅ᓥでは A 細胞は小ሢ状に集まってみられる。 
5. ヒツジの⮅ᓥでは A 細胞が B 細胞を取り囲むようにみられる。 

 
Q9．血球が種ࠎの感作抗原とよく結合するので、検査領域でのจ集反応に、また⁐血反応用として多用され

るものはどれか。  
1. カニクイザル 
2. ブタ 
3. ヒツジ 
4. イヌ 
5. ネコ 

 
Q10．カニクイザルの平均妊娠期間としてより適切なのはどれか。 
1. 63 日 
2. 114 日 
3. 150 日 
4. 164 日 
5. 175 日 
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Q11．イヌに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ⮅臓のランゲルハンスᓥは小型で数が多い。 
2. タマネギ、ニラ、ネギを与えると⁐血を起こす。 
3. 唾液中にアミラーࢮを欠く。 
4. 肝臓でのアセチルᢪ合能が高い。 
5. Ⴅぬはヒトの数༓から数୓ಸとされる。 

 
Q12．フェレットに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ⫠門の近くに⮯腺があり、⮯い液を㣕ばす。 
2. 副腎腫瘍が発生することが多い。 
3. 染色体数は、2n㸻40 である。 
4. 照明がコントロールされた実験動物施設内で飼育した場合、Ꮨ節⦾殖は認められない。 
5. ジステンパーウイルス、インフルエンザウイルスに感受性が高い。 

 
Q13．ブタに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ᪂生子は㕲欠ஈ性㈋血に㝗りやすいため、㕲๣を加⤥してやる必要がある。 
2. ẕ子免疫は、生下時のึ乳中に含まれる免疫グロブリンを小腸から吸収する。 
3. 赤血球は正円形のものが少なく、大小不同でジョリー小体をもつものがある。 
4. ෙ状動脈の分ᕸとෙ状動脈以外の動脈内皮構造がヒトに類ఝしている。 
5. ║の構造はヒトに類ఝしており、赤と緑の区別がつく。 

 
Q14．シバヤギに関する記述で誤っているものはどれか。  
1. 体質はᙉく、⭜麻⑷を起こしにくい。 
2. Ꮨ節⦾殖動物である。 
3. 人工臓器の開発や移植実験、外科、産科領域で฼用される。 
4. 胃内の微生物発酵により、非タンパク態窒素化合物を菌体タンパク質に変換して、栄養素として฼

用できる。 
5. 間性の出現がみられない。  

 
Q15．カニクイザルに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. カニクイザルのᒓするマカクᒓは、オナガザル科にᒓする。 
2. マカクᒓのなかでは体格が小さく、ᢅいやすい。 
3. 体毛は⅊色がかったオリーブ色、頭部、ᅄ⫥は⅊㯮色である。7～8 cm の▷い尾を有す。 
4. Ꮨ節⦾殖性を持たず、通年⦾殖する。  
5. 心ᢿ数、呼吸数、体温、尿量は、測定᮲௳によって大ᖜに変動するので注意が必要である。 

 
Q16．コモンマーモセットに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 産子数は 1 ༉である。 
2. 成獣の体重は 200～400 g である。 
3. ビタミン D 要ồ量が非常に高く、ビタミン D 欠ஈ症が発症しやすい。 
4. 雑食性で加工食品なども食べる。 
5. A 型肝炎ウイルスに感受性がある。 

 



2015-2016年度 ྛㄽ B 

 
 

31 

Q17．᪂ୡ⏺ザルの正しい組み合わせはどれか。  
1. ニホンザル、コモンマーモセット 
2. アカゲザル、コモンリスザル 
3. カニクイザル、ニホンザル 
4. アカゲザル、カニクイザル 
5. コモンリスザル、コモンマーモセット 

 
Q18．CRISPR/Cas システムを用いたゲノム⦅集についての記述で正しいものはどれか。 
1. 任意の塩基配列を認識する DNA 結合ドメインに FokI ヌクレアーࢮドメインを௜加させた、人工

のキメラタンパク質である。 
2. 㟋長類での遺伝子ᨵ変は、まࡔ報告されていない。 
3. 20 塩基⛬度の塩基配列を認識し、標的配列に制限はない。 
4. 複数のコンストラクトを同時に導入することで、複数⟠所の同時遺伝子ᨵ変も可能である。 
5. 二重㙐切断後の非┦同ᮎ➃結合によるಟ復時にエラーが入るので、数十塩基以上の欠失は導入でき

ない。 
 
Q19．Cre-loxP に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. Cre は┦反方ྥに配置された 2 個の loxP 配列の間の配列を๐除する。 
2. Cre リコンビナーࢮは部位特異的組換え酵素であり、34 塩基の loxP 配列を認識し、組換えを起こ

す。 
3. ๐除される配列が⤊Ṇコドンを含む場合は、Cre の発現によりその下流遺伝子の⩻ヂが行われ、㏫

に開始コドンが含まれる場合はタンパクが発現されなくなる。 
4. RU-486 やタモキシフェンを投与することにより、Cre の発現組織/細胞ࡔけでなく、発現時期もコ

ントロール可能である。 
5. loxP 配列は、lox5171、lox2272 など種ࠎの変異 lox 配列が開発されており、これらは Cre によっ

て஫いに組換えられることがないために、同一ベクターの中に共存させることで複数の組み換えを

設計することが可能である。 
 
Q20．次のトランスジェニック動物生産技術に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. レンチウイルスベクターを用いたウイルスベクター法で遺伝子導入を行った場合には、レトロウイ

ルスベクターを用いた場合に比較して、導入された遺伝子の発現抑制は起こりにくい。 
2. 㟋長類最ึのトランスジェニック動物は、レンチウイルスを用いて作出された。 
3. レンチウイルスベクターを用いた胚操作は P2 レベル実験である。 
4. 体細胞核移植法では核ドナー細胞に予め外来遺伝子を組み㎸み、これを用いてトランスジェニック

クローンを作製するので、同じ遺伝子型を持った個体を反復して生産することが可能である。 
5. 精子ベクター法ではモザイク状の遺伝子の組み㎸みが起こり易い。 

 
Q21．iPS 細胞の樹立と維持におけるリプログラミング因子の役割に関する記述で正しいものはどれか。 
1. c-Myc 遺伝子は、成⇍途上の卵ẕ細胞や未受精卵に多量に発現しているが、ES 細胞での発現は低

い。体細胞に導入すると、iPS 細胞の樹立効率は 10 ಸ高まる。 
2. Oct3/4 は、細胞増殖、分化、代ㅰなどの機能に関与し、活発に活動している細胞で発現が高い。 
3. Sox2 は、iPS 細胞や ES 細胞のみならず、体性ᖿ細胞や未受精卵にも存在し、未分化性と多分化能

の維持に作用している。 
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4. Klf4 は、Oct3/4 と 2 量体を形成して、多能性細胞の自ᕫ増殖と多能性の維持にかかわっている。 
5. Nanog 遺伝子は、Oct3/4 や Sox2 と㐃動して iPS 細胞の自ᕫ増殖と多能性維持に作用する。マウス

やヒトでは iPS 細胞の樹立に必須の因子ではない。 
 
Q22．サルの受精卵の体外培養に用いる培養液として最も┦応しいのはどれか。 
1. M199 
2. Eagle’s MEM 
3. RPMI1640 
4. PB1 
5. CMRL-1066 

 
Q23．発生工学の遺伝子操作で฼用される IRES の説明で誤っているものはどれか。 
1. キࣕップ非౫存的に⩻ヂが開始される。 
2. 2 つの遺伝子産物を 1 つのプロモーターで発現させる。 
3. レポーター遺伝子と組み合わせて使われることが多い。 
4. もともとマウスの遺伝子で発見された。 
5. Internal Ribosomal Entry Site の␎である。 

 
Q24．マーモセットに対してᙉい病原性を࿊す病原体の組み合わせはどれか。 

a. Shigella spp. 
b. Herpesvirus tamarinus 
c. Salmonella spp. 
d. Measles virus 
e. Mycobacterium tuberculosis 
 

1. d 
2. b - d 
3. a - c - e 
4. a - b - c - e 
5. 全て 

 
Q25．ブタに異常産をもたらさない疾病はどれか。 
1. 日本脳炎 
2. ㇜パルボウイルス感染症 
3. ㇜パラインフルエンザ感染症 
4. ཱྀ㋟疫 
5. ブルセラ病 

 
Q26．イヌのオーエスキー病に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ௬性狂犬病とも呼ばれている。 
2. 本来はブタの疾患である。 
3. わが国でもイヌにおける発症が認められている。 
4. イヌからイヌへの水平及びᆶ直感染が認められている。 
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5. 発症すると致死的で、ほࡰ 1～2 日で死ஸする。 
 
Q27．ネコに伝染性㈋血を引き起こす病原体はどれか。 
1. Chlamydophila felis 
2. Bartonella henselae 
3. Hemobartonella felis 
4. Feline calicivirus 
5. Feline herpesvirus-1 

 
Q28．フィロウイルス感染症に関する記述で誤っているものはどれか。 
1. フィロウイルス科のうちヒトに致死的症状を引き起こすものには 2 ᒓのウイルス(エボラウイルス

ᒓ及びマールブルグウイルスᒓ)が存在する。 
2. 2014 年 9 月にウガンダでマールブルグ病患者が発生し、死ஸした。 
3. エボラウイルス ザイールᰴをカニクイザルに実験的に感染させた場合に CD4+及び CD8+ T リン

パ球が 60～70%増加した。 
4. フィロウイルスの中で၏一、エボラウイルス レストンᰴがヒトに臨床症状を起こさない。 
5. レࢮルボアは特定されてはいないが、オオコウモリが有力どされている。 

 
Q29．次のブタの疾病のうち、原因となる病原体がウイルスではないものはどれか。 
1. ㇜୹毒 
2. ㇜流行性下痢 
3. 日本脳炎 
4. オーエスキー病 
5. ཱྀ㋟疫 

 
Q30．エキノコックスに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 単包᮲虫は頭節、1 個の未成⇍∦節、1 つの成⇍∦節、1 つの⪁⇍∦節とから成る。 
2. 多包᮲虫は頭節、1～3 個の未成⇍∦節、1 つの成⇍∦節、1 つの⪁⇍∦節とから成る。 
3. ᡃが国において多包᮲虫の発生はきわめて⛥である。 
4. 中間宿主は主にネズミ類で、わが国ではエゾヤチネズミが重要な中間宿主となる。 
5. 実験用マウスにも感染し、感受性に系統差はある。 

 
Q31．ネコに感染する寄生虫のうち、中間宿主を必要とするものはどれか。 
1. ⊧回虫 
2. ジアルジア 
3. コクシジウム 
4. 腸トリコモナス 
5. イヌ糸状虫 
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Q32．サル類の寄生虫検査を行ったとこࢁ、下記のようなものが観察された。෗真と寄生虫名の組み合わせ

で正しいものはどれか。 

a.  b.  

 c.  d.  

෗┿ᥦ౪䠖୍⯡♫ᅋ法ே ண㜵⾨⏕༠会 

1. a - エキノコックス b - 大腸バランチジウム c - バベシア d - 吸虫 
2. a - エキノコックス b - 回虫 c - ヘモバルトネラ d - 㠴虫 
3. a - 赤痢アメーバ b - 大腸バランチジウム c - マラリア d - 腸結節虫 
4. a - 赤痢アメーバ b - ⣅線虫 c - ヘモバルトネラ d - 吸虫 
5. a - エキノコックス b - ⣅線虫 c - バベシア d - 腸結節虫 

 
Q33．㇜コレラに関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. フラビウイルス科ペスチウイルスᒓにᒓする㇜コレラウイルスによる感染症である。 
b. ブタ－ブタ間の接ゐ感染以外にダニを介した感染もおこる。 
c. ブタの感染症であり、イノシシには感染しない。 
d. 後㥑麻⑷などの神経症状がみられることがある。 
e. 神経細胞に核内ᑒ入体がみられることがある。 
 

1. a - c 
2. a - d 
3. b - d 
4. b - e 
5. c - d 

 
Q34．ネコにオーシストの形で経ཱྀ感染し多発性に病巣を作り、ヒトでは流産、脈⤡網膜炎、リンパ節炎な

どを起こす疾患はどれか。 
1. トキࢯプラズマ病 
2. 皮膚糸状菌病(白Ⓞ) 
3. ネコ後天性免疫不全症候⩌ 
4. パスツレラ病 
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5. ネコࡦっかき病 
 
Q35．ヤギの関節が腫⬽し⑊痛が生じ、泌乳が低下し、∦麻⑷やᅄ⫥麻⑷がみられた。疑うべき疾患として

正しいものはどれか。  
1. 結核  
2. ࣚーネ病  
3. パスツレラ病  
4. ᒣ⨺関節炎・脳脊髄炎  
5. レプトスピラ病 

 
Q36．ヒツジで頭頸部の᣺ᡓ、その後に重度のᥙ⑛、脱毛がみられた。最も⪃えられる疾患はどれか。 
1. ブルセラ病  
2. アカバネ病  
3. ᝏ性カタル熱  
4. 類㰯⑋  
5. 伝達性海⥥状脳症 

 
Q37．サルのツベルクリンテストに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. ║▛への皮内接種が一般的、║▛にできない個体では胸部に接種する。 
2. 25 ゲージ以下の細い㔪で接種する。 
3. 皮膚への刺入角度は⣙ 10 °で表皮下に接種する。 
4. マーモセットは、⭡部皮内に接種する。 
5. 0.3 mL のオールドツベルクリン液を皮内に接種後 48 時間、72 時間目の皮膚反応を確認する。 

 
Q38．サルの外科手術における吸入麻酔手順の組み合わせで正しい順ᗎを示しているものはどれか。 

a. 麻酔器を OFF、喉頭反射確認、ᢤ管、モニター類を取り外する。 
b. 気管挿管、ᅛ定、麻酔器に接⥆する。 
c. イࢯフルラン濃度を調整（維持 0.5～1㸣）する。 
d. 生体モニタープローブを装着・作動する。 
e. イࢯフルラン濃度を調整（導入 1～3㸣）する。 
f. 麻酔前ฎ置（◲酸アトロピン及び塩酸ケタミンを投与）を施す。 
g. 自発呼吸を確認、ホームケージにᡠし、ぬ㓰を確認する。 
 

1. f - d - b - e - c - a - g 
2. f - d - b - c - e - c - g 
3. f - b - e - d - c - a - g 
4. d - b - f - e - c - a - g 
5. d - f - b - c - e - a - g 

 
Q39．実験動物としてのネコの特徴に関する記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. 品種間で形態学的バランスが均一で、特に頭蓋骨や脳のバラツキが少ないことから脳神経生理学分野

で฼用されることが多い。 
b. 静脈内投与ではイヌと同様、ʝ 側皮静脈から投与することが多いが、一般にネコの皮膚はᰂらかいの
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で刺入時には注意が必要である。 
c. 塩酸ケタミン(22 mg/kg)及び塩酸キシラジン（1.1 mg/kg）の筋⫗内投与で、20～30 分の▷時間の麻

酔が得られる。 
 

1. a - b 
2. a - c 
3. b - c 
4. a - b - c 
5. 全て間㐪い 

 
Q40．イヌ・サルにおける存命の大規模無菌外科手術の操作の記述で正しいものの組み合わせはどれか。 

a. 手術器ලは滅菌又は消毒したものを使用する。 
b. 術野はᗈ範に๋毛、洗浄後、イࢯジンで消毒した後、消毒用アルコールで清ᣔする。 
c. 術者は手ᣦの洗浄消毒後、滅菌῭の手⿄、ガウン、ᖗ子、マスク等を装着する。 
d. 術野は滅菌῭のドレープでそい、手術器ලも滅菌῭のᑓ用容器或いは滅菌ᕸの上に配置し無菌状態を

維持する。 
e. 手術操作は無菌的に実施するが、手⿄や器ලが非滅菌部位に接ゐした場合は、アルコール消毒した後

使用する。 
f. 大規模外科手術では術後の抗菌๣の投与は必須である。 
 

1. a - b - c - d 
2. a - c - d - e 
3. b - c - d 
4. b - c - e - f 
5. b - c - f 

 
Q41．ブタの外科麻酔に関する記述で正しいものはどれか。 
1. ჎ྤしやすいので、麻酔前の絶食時間は 24 時間以上必要である。 
2. 筋⫗内投与による麻酔導入が一般的で、注射部位にとくに制限はない。 
3. マスクによる吸入麻酔により有効に維持できるので、容易なマスクを用いた麻酔が᥎ዡされてい

る。 
4. 喉頭の底に中喉頭室、ኌ帯の近くに外側喉頭室があり、気管チューブがࡦっかかり、喉頭②ᨥを起

こしやすい。 
5. 体温の変動が少ないので、体温の┘どは他の動物に比較して重要ではない。 

 
Q42．体重 350 g のマーモセットを 1 㐌間の回復期間をおいて複数回採血実験に用いる場合に、1 回の試験

（24 時間以内）の᥎ዡ最大採血量として、より適切なのはどれか。 
たࡔしマーモセットのᚠ環血液量は 25 mL とし、判断は EFPIA（Ḣᕞ㐃㑥製薬工業༠఍）/ECVAM（Ḣᕞ

代᭰法バリデーションセンター）の基準*に基づくものとする。 
*「実験動物の被験物質の投与（投与経路㺂投与容量）及び採血に関する手引き」（2000） 
 
1. 1 mL 
2. 1.5 mL 
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3. 2 mL 
4. 2.5 mL 
5. 3.75 mL 

 
Q43．実験動物としてのイヌに関する記述で誤っているものはどれか。 
1. 実験に使用するにあたって、実験環境に㥆化させることが必要である。 
2. 飼育室の温度は 18䡚28℃、湿度は 40～60㸣が適切である。 
3. ビーグルの必要熱量は、体重 10 kg で 500 kcal/日である。 
4. 体重測定時は、測定者がイヌをᢪいて一⥴に஌り、⛗量後に測定者の体重を差し引く。 
5. 成犬の⤥㣵は、1 日 1 回が普通である。 

 
Q44．ブタを実験動物として飼育するにあたって、より適切な記述はどれか。 
1. 20 kg までのブタであれば、イヌ用ケージで飼育してもよい。 
2. 成⇍ブタの⤥㣵は、1 日 1 回でよい。 
3. ケージを洗浄する際排水⁁がワまるので、ᩜき⸕などは用いなくてもよい。 
4. ブタを飼育している場合、㒔道ᗓ┴知஦への定期的な報告が義務௜けられている。 
5. ブタはᬬさにᙅいので、適切な温度᮲௳は 10䡚15℃である。 

 
Q45．狂犬病に関して、2013年 7月時点のཌ生労働大⮧がᣦ定する狂犬病清浄地域で誤っている国はどれか。 
1. ྎ‴ 
2. オーストラリア 
3. ニュージーランド 
4. アイスランド 
5. ハワイ 

 
Q46．「輸入サル飼育施設のᣦ定」を受ける際の申請手⥆きで誤っているものはどれか。 
1. 平成 17 年 7 月 1 日以㝆に輸入したサルを飼育する施設が対象となる。  
2. 飼育施設の管理獣医ᖌのᒆ出が必要である。 
3. 輸入サル飼育施設のᣦ定については、有効期限は 5 年であり、更᪂する場合は、ᙜヱ期間を経過す

る 30 日前㎾に申請手⥆きをしなければならない。  
4. 申請書類の送௜先は、ཌ生労働省であるが、ᥦ出書類は、ཌ生労働大⮧並びに㎰ᯘ水産大⮧ᐄに合

計 2 通ᥦ出しなければならない。 
5. 平成 17 年 7 月 1 日以㝆は、輸入できるサルの用途は、試験、研究又は動物ᅬ等でのᒎ示用に限ら

れている。 
 
Q47．ブタを安楽死させる方法として AVMA*の安楽死に関するガイドライン（2013）で容認できないとさ

れているのはどれか。 
*American Veterinary Medical Association 
1. ㈏通ボルトのᧁち㎸み 
2. バルビツール酸塩の静脈内過量投与 
3. 㟁ᧁ後の放血 
4. ᢪ水クロラールの静脈内過量投与 
5. 全身麻酔下の塩化カリウム静脈内投与 
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Q48．体重 15 kg までのペア飼育または⩌飼育しているイヌにおいて、ILAR*の「実験動物の管理と使用に

関するᣦ㔪 第 8 ∧」における飼育スペース（高さ）の᥎ዡ値として正しいものはどれか。 
*Institute for Laboratory Animal Research 
1. 40.5 cm 
2. 60.8 cm 
3. 76.2 cm 
4. 116.8 cm 
5. ල体的な数値は示されていない 

 
Q49．感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律により、獣医ᖌによるᒆ出が義務づけられ

ているサル類の感染症の組み合わせで正しいものはどれか。 
1. 結核、エボラ出血熱、マールブルグ病 
2. サル①、結核、細菌性赤痢 
3. マールブルグ病、B ウイルス病、エボラ出血熱 
4. 細菌性赤痢、類㰯⑋、B ウイルス病 
5. 類㰯⑋、サル①、細菌性赤痢 

 
Q50．サルの取ᢅい（ᤕ⋓・保定・ᣊ束）において注意すべき点として誤っているものはどれか。 
1. サルによるညയなどの஦ᨾを᝿定し、あらかじめマニュアルを整備し、施設内にはファーストエイ

ドキットを常備すべきである。 
2. ᤕ⋓・保定などの作業では、人間が上位であることを知らせるため、最ึに大きなኌでጾᄐしてか

ら作業に入る。 
3. トレーニングでは▷時間のᣊ束から開始する。報㓘として果物やジュースなどを与えることも有効

である。 
4. 器ලによる保定では、㤳やᑼなどの᧿過യの発生に配៖し、保定中は常にまたは定期的に観察しな

ければならない。 
5. 手による保定では、安全のために実施者と補ຓ者の二人がかりで実施する。 
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